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図 2 Case 1 .図 1の(1)一(6)よりー←と結
合できるのはー← +であるから，右回りの方向に上記の 3個の端点
のうち 1つを全部で 5個になるまで探す。そして近いものから 1=5として
P(i) = (1+ 1 -i)/[I(I+ 1 )/2 J i= 1 ，…， 1 (1) 
の確率分布で 1つの端点を選ぶ。例えば i=3が選ばれたとしよう。
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Case 2 .図 1，(7)-(12)のうち， 一← を含むのは 2個であるから一様分
で2個のうち lつを選ぶ。例えば， (7)が選ばれたとする。 1=4として二L




Case 3. 1= 3とし Case2と同様のことを行う。
(d) Case 1， Case 2， Case 3について上で選ばれた 1番右側の端点の
次の端点を固定して同様のことを行い， 200個の端点が尽きるまで行
フ。
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